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や
す
ら
ぎ
館
竣
工
式

　
四
月
一
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
て
い
る
「
や
す
ら
ぎ
館
」
（
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
）
の
竣
工
式
が
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
町
、
県
関
係
者
、
近
隣
市
町
村
長
等
約
九
十
名
が
出
席
し
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
玄
関
前
に
お
い
て

町
長
、
弓
削
県
福
祉
生
活
部
長
、
植
野
県
議
会
議
員
、
三
浦
町
議
会
副
議
長
、

谷
川
所
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
、
や
す
ら
ぎ
館
の
職
員
に
よ
る
く
す
玉

割
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
祝
賀
会
で
は
町
長
が
「
町
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
福
祉
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て

い
き
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
施
設
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
の
特
別
総
合
保
健
事
業
に
よ
り
国
の
補
助
を

受
け
腰
綱
億
七
千
二
百
万
を
か
け
て
建
設
さ
れ
、
検
診
室
や
保
健
指
導
室
、
リ

ハ
ビ
リ
を
行
う
健
康
運
動
指
導
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

町
身
体
障
害
者
福
祉
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
に
感
想
を
お
聞
き

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長
菊
池
英
男
さ
ん

　
立
派
な
施
設
が
で
き
、
た
い
へ
ん

心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
お
世

話
に
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
く
よ
う
期

待
し
ま
す
。

町
老
人
ク
ラ
ブ

　
会
長
中
田
　
豊
さ
んゐへi・／

　
高
齢
者
に
と
っ
て
す
ば
ら
し
い
施

設
が
完
成
し
た
と
た
い
へ
ん
喜
ん
で

い
ま
す
。
積
極
的
に
利
用
さ
せ
て
も

ら
い
健
康
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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宮
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県
森
林
組
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合

　
　
、
会
が
、
平
成
七
年
度
か
ら

し
国
の
流
域
林
業
推
進
モ
デ

成
ル
妻
で
、
耳
川
流
域
木

完
材
加
工
団
地
内
に
建
設
を

隔
靴
麟
麟

工
め
ま
し
た
・

工
施
設
の
主
な
内
容
は
・

加
最
新
鋭
の
高
性
能
大
型
機

　
H
祠
械
の
製
材
機
械
等
や
作
業

木
用
建
物
三
千
四
＋
㎡
）
、

盟
鷲
嚢

　
　
　
費
は
約
五
億
四
千
万
円
。

　
こ
れ
ら
の
施
設
で
、
一
日
に
原
木

約
七
十
㎡
、
年
間
約
二
万
㎡
の
加
工

を
行
い
、
製
品
約
一
万
四
千
㎡
を
主

に
首
都
圏
、
関
西
圏
等
の
大
消
費
地

に
向
け
て
販
売
し
て
い
く
計
画
で

す
。
隣
接
地
に
は
東
郷
林
産
物
流
通

セ
ン
タ
ー
も
あ
り
、
原
木
の
販
売
か

ら
加
工
ま
で
の
一
貫
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
九
年
度
か
ら
は
、
製
材
品
の

乾
燥
施
設
の
導
入
も
計
画
さ
れ
て
お

り
、
今
後
三
川
林
業
事
業
協
同
組
合

と
と
も
に
流
域
内
の
林
業
生
産
活
動

と
緊
密
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
宮
崎
県
が
め
ざ
す
「
日
本
一
の
林

業
」
と
「
日
本
一
豊
か
な
山
村
づ
く

り
」
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
も
の
と

期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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▲記念碑の除幕式の様子（中学校中庭にて）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
し
お

半
世
紀
の
歴
史
を
振
り
返
り
感
慨
も
一
回

忌
五
月
十
一
日
、
坪
谷
中
学
校
で
創
立
五
十
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
、
先
生
方
、
卒
業
者
な

ど
学
校
関
係
者
ら
約
二
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
ち
、
雲
表
の
分
校
跡
地
と
中
学
校
中
庭
に
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典

で
は
実
行
委
員
長
の
中
谷
敏
さ
ん
の
式
辞
の
あ
と
経
過
報
告
が
な
さ
れ
、
記
念
品
の
校
章
旗
が
工
藤
校
長
先
生
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
来
賓
の
方
々
の
あ
い
さ
つ
な
ど
や
矢
野
千
夏
さ
ん
の
生
徒
代
表
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
校
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
式
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
引
き
続
き
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
に
よ
る
牧
水
の
三
等
の
合
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

前
教
育
長
で
創
立
当
時
坪
谷
中
学
校
で
教
鞭
を
執
ら
れ
た
渡
邊
邦
彦
氏
の
な
つ
か
し
い
思
い
出
話
も
披
露
さ
れ
、
出

席
さ
れ
た
人
達
は
五
十
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
振
り
返
り
感
慨
深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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輝
か
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
さ
ら
な
る
飛
躍
を

▲式典の様子▲全校生徒による合唱

　
五
月
十
八
日
、
東
郷
中
学
校
で
も
創
立
五
十
周
年
を
祝
う
式
典
が
行
わ
れ
、
約
二
百
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
式
典
の
第
一
部
と
し
て
九
時
半
か
ら
お
祝
い
集
会
が
行
わ
れ
、
在
校
生
が
進
行

を
行
い
三
年
生
全
員
に
よ
る
合
唱
、
福
瀬
神
楽
、
舞
踊
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
式
典
の
第
二

部
で
は
、
実
行
委
員
長
、
学
校
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
町
長
を
は
じ
め
と
し
て
歴
代
校
長
代
表

の
松
坂
数
男
氏
や
在
校
生
代
表
の
田
中
幸
吉
君
ら
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
実
行
委
員
会
か
ら
学
校
へ
校
章
旗
の
贈
呈
な
ど
が
あ
り
参
加
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
、
式
典
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
十
一
時
半
か
ら
は
校
舎
玄
関
前
で
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
除
幕
に
先
立
ち
、

卒
業
生
で
記
念
碑
の
寄
贈
者
で
あ
る
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
中
島
弘
明
氏

が
あ
い
さ
つ
し
、
そ
れ
に
対
し
在
校
生
代
表
の
池
田
理
恵
子
さ
ん
が
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
は
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
冠
太
鼓
や
民
謡
、
鶴
野
内
臼

太
鼓
の
披
露
さ
れ
る
中
、
参
加
者
は
歴
史
を
懐
か
し
む
と
と
も
に
今
ま
で
の
輝
か
し
い
伝
統

を
受
け
継
ぎ
二
十
一
紀
へ
の
飛
躍
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲記念碑の前にて（中島弘明氏寄贈）
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購まちの7ルパム騰
照谷中学校アベック優勝

　　幽」坪谷中学校には部活動と

3美よ；欝胴囲輩笥数ご羨靱「

勝戦までの対戦は次のとおりです。　　　　　　一ユ饗．

ソフトテニス　2回戦（対延岡中B）、3回戦（対

岡富中）、準決勝（対南方中A）決勝（対東郷中）

バドミントン：

してソフトテニス部とバド巳

　　　　　　2回戦（対門川中B）、3回戦（対向山中A）、準決勝（対岡雪中

A）、決勝（対五ヶ瀬中A）。また、個人戦でも桑原渚さんが優勝をしています。

向学心に燃えています

、盟昌踏」

　中央公民館で平成9年度の山ざくら花学園開校式が

行われました。式では、東郷町民憲章の朗読、入学生

点呼のあと学園長の都甲教育長と町長があいさつ。最

後に学園生を代表して田野の黒田幸作さんが「新しい

高齢社会の創造に向かって真摯な態度で学習に取り組

みます。」と誓いの言葉を述べました。

三世代交流ゲートボール大会

幽　町総合グラウンドで第5回の三世代交流ゲートボー

ル大会が行われました。三世代の心の絆づくりと健康、

体力の保持が目的の本大会ですが、今年は三十四チー

ムが出場し、優勝をめざして熱戦を繰り広げました。

ふれあう機会の少ない三世代が心を一つにした意義あ

る大会でした。試合の結果は次のとおりです。

　優勝　迫野内2チーム　　準優勝　寺迫5チーム

　三位　田野1チーム　　　三位　．寺迫4チーム
編嘱

鰍

δ

鉱

気楽に英会話の勉強を

　　　　　　　　　ノ

題／
才

、

．踏」　（E・g縮・Cαf・）

　国際交流員のターニャが企画したイングリッシュ・

カフェが総合文化センターの和室で行われました。く

つろいだ雰囲気の中で、会話を通して簡単な英語を練

習しようというもので、ターニャの他に4人の国際交

流員が参加しました。町内の高校生や一般の方約十数

名が訪れ、自己紹介や趣味の話などジュースやケーキ

をいただきながら楽しく語らいました。ターニャの話

諜灘難ll撫壁
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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置
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Let’s　Dance！

　一b∠しで

　　　◆
◆’・・．

　4月25日東郷町と西郷村の中学校3年生と高校生でディスコパーティーを行いました。オーストラリアの若

者はカラオケには行きません。それで、オーストラリアの若者がレクリエーションとして何をするのかを紹介

したかったのです。

　ディスコは70年号のジョン・トラボルタ主演のサタデイ・ナイト・フィーバーの映画が放映されてから普及

しました。今ではオーストラリアにもたくさんのディスコがあります。風紀的に良くないディスコもあります

が、ほとんどは健全なディスコです。オーストラリアのハイスクールでは、社交ダンスを習って舞踏会などを

よく開きます。特に卒業式の夜などは、学校でダンスをします。全員礼服で夕食をとり社交ダンスと現代ダン

スを踊ります。学校のディスコでは学生の気分も盛り上がり先生や他の学生と交流を深めます。

　この日アリソンさんと私は部屋の飾り付けをしました。部屋は学生が踊りやすいように少し暗めにしまし

た。ケーキとか簡単な食事も作っておき、音楽はオーストラリア、アメリカ、イギリス、日本の現代音楽を準

備しました。みんな恥ずかしがって踊らないのではと心配でしたが、東郷

中学校の男子生徒がすぐに踊り始めたときは驚きました。ダンスもとても

上手でした。それからは他のみんなも雰囲気に慣れ、だんだん踊り始めま

した。　近隣町村の国際交流員（椎葉村のマットさん、北郷村のマイケル

さん、西郷村のアリソンさん、南郷村のウンガンさん、オーストラリアか

ら来た中学生のカイリーさん）を含めて50人が参加しましたが、ダンスを

楽しむとともに会話もはずみ、子供達は英語を国際交流員は日本語を練習

することもでき大変意義のある交流ができました。参加された皆さん、あ

りがとうございました。
▲ディスコパーティーの様子

X　）＜X×夙XX×X××派×XXXX×X×X＞＜♪て　X×X、XX）ビ　）｛．×XX、X　》＜XX××X×XXX×XXX＞（XXX雇XXXXXX　嵐

児
湯
郡
市
畜
連
セ
リ
（
美
々
津
支
店

厚
歯
地
区
）
出
場
2
7
頭

　
雌
平
均
　
　
4
3
5
、
3
9
5
円

　
去
勢
平
均
　
4
7
6
、
6
5
2
円

　
合
計
平
均
　
4
5
5
、
2
6
0
円

最
高
額

　
雌
　
部

　
　
寺
迫
　
黒
木
萬
好
　
あ
き
よ
号

　
　
　
　
　
　
8
3
0
、
1
3
0
円

　
去
勢
部

　
　
山
ノ
ロ
　
橋
口
克
己
　
克
平
号

　
　
　
　
　
　
6
3
3
、
4
5
0
円

畜
産
だ
よ
り

　
三
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

出
荷
分
の
結
果
、
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
三
連
セ
リ
（
東
郷
支
店

管
内
）
出
場
6
7
頭

　
雌
平
均
　
　
3
6
8
、
8
3
3
円

　
去
勢
平
均
　
4
6
1
、
2
3
0
円

　
合
計
平
均
　
4
1
0
、
6
4
7
円

最
高
額

　
雌
　
部

　
　
迫
野
内
　
山
田
加
一

　
　
　
　
　
　
　
は
な
い
ち
の
1
号

　
　
　
　
　
　
5
2
0
、
1
5
0
円

　
去
勢
部

　
　
羽
坂
　
福
永
マ
ス
ミ
　
雄
福
号

　
　
　
　
　
　
5
6
1
、
3
5
0
円

行
く
末
の
平
安
を
願
ふ
宮
参
り

幼
を
抱
き
吾
は
額
ず
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

昼
飯
に
戻
る
息
子
が
支
へ
に
て

老
い
の
楽
し
み
に
短
歌
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

じ
め
じ
め
と
雨
の
晴
れ
た
る
山
道
に

落
ち
た
る
椿
の
紅
の
濃
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

花
好
き
の
友
に
貰
ひ
し
エ
ビ
ネ
蘭

木
陰
に
競
い
花
を
開
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

は
ら
は
ら
と
散
り
ゆ
く
桜
吹
か
れ
来
る

花
見
の
宴
今
年
は
早
く

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
衣
木
子

老
い
て
な
ほ
優
し
き
姑
と
縁
あ
る
媚

二
人
に
吾
は
導
か
れ
来
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

束
の
間
に
葉
桜
と
な
り
し
冠
山

か
が
や
く
緑
山
を
覆
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

や
は
ら
か
き
萌
え
黄
と
な
り
し
葉
桜
の

並
木
は
森
の
中
に
曜
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

そ
こ
ば
く
の
買
い
物
な
れ
ど
娘
に
つ
き
て

デ
パ
ー
ト
巡
る
ひ
と
時
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
ト
メ
子

年
明
け
て
祖
先
の
供
養
に
来
し
寺
に

梵
鐘
の
音
に
心
鎮
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

案
じ
み
し
仔
牛
の
無
事
に
生
ま
れ
た
り

潮
の
満
ち
来
る
春
の
午
後
二
時

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

遡
上
す
る
鮎
を
狙
ひ
て
来
る
鷺
ら

霧
の
は
れ
ゆ
く
堰
に
集
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
し
春
の
甦
る

耳
に
吹
き
来
る
風
冷
た
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

短
歌
尾
鈴
短
歌
会
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噌
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簸

、
♂

ぐ
、
こ

轍Nノ辱　魍
　　▲題「ぼくのくるまパジェロ」

　　二瀬の

　田中美里さん（6歳）

　　父：田中敏幸さん

眠　　母：　　愛弓さん
ニ

蔭○好きな食べ物は何ですか？

　　目玉焼き5
　0幼稚園での好きな遊び

　　は何ですか？

　　ブランコ

　○大きくなったら何にな

　　りたいですか？

　　ケーキやさん

寵
メ

　小野田の

那須啓くん（4蔵）

　父：那須達允さん

　母：　末代さん
○好きな食べ物は何ですか？

　ふき、たけのこ

○幼稚園での好きな遊びは

　何ですか？

　すべりだい

○大きくなったら何になり

　たいですか？

　くるまやさん

r
集

㍗

し
攣⊂し癖

　　　轄

▲題「おともだちのゆみちゃん」

、
噛
．
、
幸
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、
曹
、
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幸
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曹
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曹
．
曹
条
条
幸
寺
管
尋
尋
壱
条
尋
尋
寺
幸
寺
寺
二
三
壱
管
菅
二
条
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寺
膏
菅
菅
寺
号
善
管
条
条
条
条
条
条
母
条
条
壱
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街の鳶職
選挙功労者表彰を受賞

　4月18日に日向市の中央公

民館で開催された宮崎県市町

村選挙管理委員会連合会総会

の席上、本町の選挙管理委員

会の委員を務める3人が、選

挙功労者表彰を受賞しまし
た。

　表彰を受けたのは、本町選

挙管理委員会委員長の東村吉

市さん（小野田）、同委員の田

代静夫さん（寺迫）、川原塩江

さん（田野）め3人で、受賞

の感想を委員長の東村さん
は、「このような表彰を受け深

く感謝している。今後も委員

と協力し、選挙事務の執行に

努力していきたい。」と話して

いました。

駐
在
所
だ
よ
り

…
ひ

～御ψ～…
9999ひ”

99ψ◎鱒””～御

◎
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
1
1
一

　
こ
れ
か
ら
雨
の
日
が
多
く
な
り
ま

す
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
視
界
不

良
や
ス
リ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
重
大
事

故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
ス

ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に
し
て
、
特
に

雨
の
日
は
い
つ
も
よ
り
さ
ら
に
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
走
行
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
東
郷
町
で
は
四
月
中
に

●
前
方
不
注
意
や
ブ
レ
ー
キ
操
作
不

適
に
よ
る
追
突
事
故

●
交
差
点
に
お
け
る
安
全
不
確
認
及

び
カ
ー
ブ
に
お
け
る
ス
ピ
ー
ド
出
し

す
ぎ
に
よ
る
衝
突
事
故

●
ハ
ン
ド
ル
操
作
不
適
に
よ
る
自
損

事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
安
全
運
転
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
「
侵
入
盗
」
に
ご
注
意
を
1
1
　

　
県
内
で
は
多
数
の
侵
入
泥
棒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
侵
入
泥
棒
は
、
家
の

人
に
見
つ
か
る
と
強
盗
や
殺
人
な
ど

の
「
凶
悪
犯
」
に
変
わ
り
や
す
く
危
険

性
の
高
い
犯
罪
で
す
。

　
泥
棒
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

O
ま
ず
戸
締
ま
り
を

　
玄
関
、
勝
手
口
、
風
呂
場
、
ト
イ
レ

の
窓
、
そ
の
他
ガ
ラ
ス
窓
の
錠
は
安

全
性
の
高
い
性
能
の
良
い
も
の
で
、

主
錠
の
ほ
か
補
助
錠
を
取
り
付
け
る

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
よ
う
。

O
家
を
留
守
に
す
る
と
き

　
戸
締
ま
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

隣
近
所
に
必
ず
一
声
か
け
て
出
か
け

る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

o
外
出
す
る
と
き

　
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
必
ず
錠
を

か
け
て
外
出
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。

O
就
寝
の
と
き

　
寝
る
前
に
今
一
度
戸
締
ま
り
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

o
夜
　
間

　
夜
は
防
犯
灯
、
街
灯
、
門
灯
な
ど
で

家
の
周
辺
や
道
路
を
明
る
く
し
、
家

の
内
部
は
暗
く
し
ま
し
よ
う
。

○
ね
ら
わ
れ
る
隙
を
つ
く
ら
な
い

　
洗
濯
物
が
一
晩
中
干
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
り
、
牛
乳
、
新
聞
、
郵
便

物
が
ポ
ス
ト
等
に
入
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
れ
ば
、
誰
が
見
て
も
留
守

と
わ
か
り
ね
ら
わ
れ
る
隙
を
つ
く
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

O
隣
近
所
と
の
協
力

　
普
段
か
ら
隣
近
所
と
の
協
力
体
制

づ
く
り
に
心
が
け
、
家
の
付
近
や
留

守
の
家
な
ど
で
不
審
な
人
を
見
か
け

た
ら
一
一
〇
番
を
す
る
か
一
声
か
け

て
要
件
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

o
一
【
○
番
通
報

　
犯
罪
や
事
故
に
遭
っ
た
と
き
、
ま

た
は
知
っ
た
と
き
は
た
め
ら
わ
ず
す

ぐ
に
一
一
〇
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。
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東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
日
高
孝
紀

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
高

血
圧
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
血
圧
が
高
い
と
す
ぐ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
徐
々
に
脳
、
心
臓
、
腎
臓
の
動

脈
硬
化
（
血
管
が
詰
ま
り
や
す
く
な

り
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
る
）
や
障
害
（
脳
梗

塞
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、
腎
不
全

等
）
を
き
た
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
高
血
圧
と
は
ど
れ
ぐ
ら

い
の
値
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
世

界
保
健
機
構
の
基
準
で
よ
く
知
ら
れ

る
の
が
最
大
血
圧
㎜
以
上
、
最
小
血

圧
9
5
以
上
で
、
正
常
は
最
大
が
蜘
未

満
、
最
小
が
9
0
未
満
で
す
。
そ
れ
ら
の

間
が
境
界
域
高
血
圧
と
い
わ
れ
や
は

り
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。　

し
か
し
血
圧
は
一
日
の
な
か
で
も

変
動
し
、
気
圧
や
感
情
、
運
動
で
も
動

揺
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
血
圧
は
非

常
に
動
き
や
す
く
瞬
間
的
に
少
々
な

ら
高
く
て
も
心
配
し
す
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
血
圧
が
高
い
場

合
を
高
血
圧
と
い
い
ま
す
。

　
高
血
圧
症
の
場
合
は
治
療
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
ず
基
本
は
減
塩
食

（
日
本
人
は
一
日
目
塩
分
1
2
グ
ラ
ム

位
、
そ
れ
を
7
グ
ラ
ム
位
へ
）
、
適
度

な
運
動
（
週
に
4
日
間
位
3
0
～
4
0
分

の
早
歩
き
）
で
、
こ
れ
だ
け
で
血
圧
が

か
な
り
下
が
っ
て
く
る
人
も
い
ま

す
。
し
か
し
多
く
の
人
は
降
圧
剤
を

飲
み
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
降

圧
剤
は
結
構
種
類
が
あ
り
い
ろ
ん
な

作
用
（
副
作
用
）
に
加
え
、
一
日
三
回

飲
ま
な
く
て
も
一
回
で
効
く
薬
、
作

用
の
強
い
も
の
か
ら
弱
い
も
の
ま
で

と
病
院
で
は
そ
の
患
者
さ
ん
に
あ
う

と
思
わ
れ
る
薬
を
処
方
し
ま
す
。
ま

た
こ
こ
で
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
は

服
薬
を
中
止
す
る
と
リ
バ
ウ
ン
ド
と

い
っ
て
治
療
前
よ
り
血
圧
が
上
昇
し

て
危
険
な
場
合
も
あ
り
、
薬
は
き
ち

ん
と
服
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
あ
ま
り
血
圧
の
値
に
執
着

し
悩
ん
だ
り
心
配
し
た
り
す
る
人
に

は
勧
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
現
在
は
簡

単
な
血
圧
計
も
販
売
さ
れ
て
お
り
そ

れ
を
購
入
し
て
自
分
で
時
々
普
段
の

血
圧
を
見
て
お
く
こ
と
も
よ
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
と
い
う
の
は
普
段
の
血

圧
は
良
い
の
に
病
院
に
来
る
と
何
か

言
わ
れ
る
の
で
は
と
心
配
し
血
圧
が

高
く
な
る
人
も
た
ま
に
い
る
か
ら
で

す
。　

今
、
血
圧
の
高
く
な
い
人
も
減
塩

と
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り

比
較
的
高
血
圧
に
な
り
に
く
く
な
る

た
め
そ
の
辺
に
は
気
を
つ
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
は
ま
た
。

この一票明日の暮らしに願いをこめて

　平成9年7月27日（日）に東郷町長及び、東郷町議会

議員選挙が行われます。

　そこで、今月と来月の2回にわたって、選挙制度
について解説します。今月は「投票と選挙人名簿」

についてです。

　いかなる選挙でも選挙人名簿に登録されていない

人は、たとえ選挙権（20歳以上）があっても投票す

ることはできません。この選挙人名簿に登録される人は、

①日本国民である。

②年齢が20歳以上である。

③本町の住民基本台帳に記載され、引き続き3ヶ月

以上住所がある。

　以上が条件になります。

　なお、今回の町長・町議会議員選挙における投票
要件は次のとおりです。

圏　昭和52年7月28日までに生まれた人。

函　今年4月21日までに住民基本台帳に登録されている

人で、今年7月21日現在も引き続き東郷町に住んでいる

人。ただし、大学生等で東郷町に住民登録されていても

現実に東郷町に住んでいなければ投票できません。

☆住所を異動した人

。町外転出

　投票日の前日（7月26日）までに転出した人は投

票できません。

o町内転居

　今年6月11日以降に町内で住所を異動した人（転

居した人）は、前の住所地の投票所で投票しなけれ

ばなりません。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
「
寄
り
来
り
う
す
れ
て
消
ゆ
る
水

無
月
の
雲
た
え
ま
な
し
富
士
の
山
辺

に
」
。
こ
の
歌
は
大
正
十
一
年
（
一
九

二
二
・
三
十
七
歳
）
六
月
の
作
で
、

「
大
野
原
の
初
夏
」
と
題
し
て
詠
ん

だ
一
連
の
中
の
一
首
で
す
。
東
京
に

在
住
し
て
い
た
牧
水
は
か
ね
て
か
ら

田
園
生
活
を
望
ん
で
い
ま
し
た
が
、

大
正
九
年
八
月
、
一
家
を
あ
げ
て
沼

津
に
移
転
し
ま
し
た
、
沼
津
を
選
ん

だ
の
は
牧
水
が
愛
す
る
富
士
山
を
仰

ぐ
こ
と
が
で
き
、
温
暖
な
気
候
の
土

地
だ
っ
た
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
牧
水
は
、
幾
度
か
富
士
の

裾
野
に
遊
ん
で
お
り
、
年
譜
に
よ
り

ま
す
と
大
正
十
一
年
六
月
四
日
か
ら

五
日
に
か
け
て
富
士
山
麓
を
歩
い
て

い
ま
す
。
「
寄
り
来
り
」
の
歌
は
そ
の

時
の
作
で
す
。

　
富
士
の
山
辺
に
ど
こ
が
ら
と
も
な

く
白
い
雲
が
近
寄
っ
て
き
て
、
そ
の

雲
は
流
れ
る
よ
う
に
う
す
れ
て
消
え

て
い
く
。
す
る
と
ま
た
次
の
雲
が
浮

か
ん
で
き
て
は
う
す
れ
て
消
え
て
い

く
。
あ
の
雄
大
で
美
し
い
富
士
山
を

中
心
に
絶
え
間
な
く
動
く
雲
の
情
景

に
牧
水
は
感
動
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
歌
は
牧
水
の
自
然
詠
の
代
表

作
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
富
士
を
詠

ん
だ
数
あ
る
歌
の
中
で
も
傑
作
の
一

わ
た
な
べ
く
に
ひ
ご

首
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
富
士
を
詠
ん
だ
歌
（
大
正
九
年
の

秋
）
を
も
う
一
首
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
富
士
が
嶺
や
裾
野
に
来
り
仰
ぐ
と

き
い
よ
よ
親
し
き
山
に
ぞ
あ
り
け

る
」
。
な
お
、
大
正
十
年
四
月
、
次
男

が
誕
生
し
、
名
を
「
富
士
人
」
と
命
名

し
て
い
ま
す
。
い
か
に
牧
水
が
富
士

山
を
愛
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係㊥2111㈹まで〉
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公
民
館
対
抗
ソ
フ
ト
・

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

☆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
　
6
月
1
口
（
日
）
8
時
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
　
6
月
1
5
日
（
日
）
8
時
開
会

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
ほ
か

町
消
防
操
法
大
会

▽
日
時

▽
場
所

6
月
2
9
日
（
日
）

　
　
　
午
前
8
時
半
開
会

牧
水
公
園
駐
車
場

児
童
手
当

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
と
児
童
の
健
全

な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

☆
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
の
は

　
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
前
年
（
　
月
か
ら
五
月
ま
で

は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
未
満

の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

☆
請
求
の
方
法
は

　
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支

給
は
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

☆
児
童
手
当
現
況
届
と
は

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
、
毎

年
六
月
中
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
で
す
。
こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一

日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が

あ
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と

六
月
分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
差
し

止
め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
し
く
は
役
場
福
祉
生
活

平成9 年度宮崎県ふるさと就職説明会

宮崎県では、県外に居住しておられるUター
ン希望の方等を対象と した「宮崎県ふるさと就

職説明会」を開催します。 関心のある方はこの
機会をぜひご利用ください。

・日時、 場所

開催地 日　　　時 場　　　　所

生　京
平成9年6月21日出

@10：00～15：30

石垣記念ホール三会堂ピル
X階（東京都港区赤坂1－9－3）

大　阪
平成9年7月12日ω

@10：30～15：30

大阪駅前第3ビル17階
i大阪市中央区城見2－1－61）

宮　崎
平成9年8月12日囎

@12：30～16：30

宮崎厚生年金会館
i宮崎市宮脇町38－2）

福　岡
平成9年9月27日㈹

@10：30～15：30

天神ビル　10階
i福岡市中央区天神2－12－1）

・説明会対象老

東京：ふるさと宮崎バンク登録者・Uターン希望
者等、 大阪・宮崎：ふるさと宮崎バンク登録者、

大学・ 高等専門学校・短大等卒業予定者、専門学

校卒業 予定者、県内就職希望者及びその親族等

・主 催．宮崎県

・問い合わせ先

宮崎県商工労働部職業安定課地域雇用対策係
〒880 宮崎市橘通東2 丁目10番1号

圃（0985）26－7109

課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

商
業
統
計
調
査

　
通
商
産
業
省
で
は
、
平
成
9
年
6

月
1
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
（
卸

売
・
小
売
業
）
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

調
査
は
、
全
国
の
卸
売
・
小
売
業
を

営
む
事
業
所
（
商
店
）
を
対
象
と
し
、

商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
流

通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進

め
る
上
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
多
方
面
で
利
用
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
個
々
の
商
店
が
経
営
指
針
を
作

る
際
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
商
業
統
計
調
査

員
が
商
店
を
直
接
訪
問
し
、
調
査
票
を

配
布
し
て
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
、
回
収
す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法

に
よ
り
厳
密
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
報
告
に

御
協
力
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
役
場
企
画
財
政
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
6
月
1
7
日
目
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
　
一
期

国
民
健
康
保
険
税
二
期

箸
鴛6

灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
5
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
坪
谷
の
富
山
　
勲
さ
ん
か
ら

（
橋
本
ス
ミ
さ
ん
・
9
0
歳
逝
去
）

◎
早
瀬
の
岩
田
正
直
さ
ん
か
ら

（一

G
さ
ん
・
2
7
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
鷹
居
重
美
さ
ん
か
ら

（
豊
さ
ん
・
7
5
歳
逝
去
）

結

婚

お
幸

せ
に

黒

木

幸

乃

幸

穂

寺

門

赤
ち

ゃ

ん
の
氏
名

保
護
者
名

住

所

出

生

　　お四

割
う出
　分
　）

（甲富

緕R

�N

ﾛ幸

氏
名

門
川
町

坪
　
谷

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

黒
田
絵
美

鷹
居
　
　
豊

橋
本
ス
ミ

氏
名

8
歳

90

ﾎ
年
齢

田
　
野

小
野
田
坪
谷

住
所

口

　
東
郷
町
は
、
住
所
を
示
す
大
字
が

四
つ
（
山
陰
、
八
重
原
迫
野
内
、
坪

谷
、
下
三
ヶ
）
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
中
の
『
山
陰
』
は
十
二
支

と
組
み
合
わ
せ
て
年
・
日
を
表
す
十

干
（
じ
っ
か
ん
）
の
文
字
を
使
っ
て
分

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
甲
」
は
寺
迫

区
、
「
乙
」
は
福
瀬
区
、
「
丙
」
は
小

野
田
区
、
「
丁
」
は
羽
坂
区
、
「
戊
」
は

仲
里
区
の
下
仲
瀬
地
区
と
久
居
原
地

区
と
野
々
崎
地
区
、
「
己
」
は
田
野
区
、

「
辛
」
は
鶴
野
内
区
、
「
庚
」
は
迫
野
内

区
の
東
上
地
区
と
東
下
地
区
と
な
っ

て
い
ま
す
。
次
に
『
八
重
原
迫
野
内
』

は
八
重
原
区
と
迫
野
内
区
の
地
内
地

区
、
西
谷
地
区
、
鹿
瀬
地
区
と
な
っ
て

お
り
、
『
坪
谷
』
は
瀬
平
地
区
を
除
く

坪
谷
区
全
域
、
『
下
三
ヶ
』
は
仲
深
区

の
下
水
流
地
区
と
深
谷
地
区
、
坪
谷

区
の
瀬
平
地
区
、
越
表
区
、
下
渡
川
区

と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
厳
密
に
は

こ
の
分
け
方
ど
お
り
と
い
う
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
便
番
号
に
つ
い
て
も
三

つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
浮
心
区
と
早

瀬
区
の
鳥
川
地
区
が
八
八
九
一
一

一、

≒
[
区
の
下
水
流
地
区
と
深
谷

地
区
と
野
々
崎
地
区
、
坪
谷
区
、
越
表

区
、
下
渡
川
区
が
八
八
三
一
〇
二
、
そ

れ
以
外
の
地
域
が
八
八
三
一
〇
一
と

な
っ
て
い
ま
す
。

★町鳶に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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